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【雪中で本町消防団員の勇壮な分列行進 

町 の 人 口一ー一 

人 口 9,481 人 （増19) 

男 4,547 人 （増7) 

女 4,934 人 （増12) 

世帯数 3,046世帯（増1) 

出生 10人 転入 33人 

死亡 11人 転出 13人 

(55年12月末日現在） 

方城町々民グラウンド】 

( ）内は前月との増減 

吹
雪
の
中
『
四
八
六
人
』
が
参
加
 

新
春
を
飾
る
恒
例
の
下
田
川
四
カ
町
 

消
防
団
（
赤
池
、
金
田
、
糸
田
、
方
城
 

）
の
連
合
出
初
め
式
が
、
 
一
月
十
一
日
 

（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら
方
城
町
々
民
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
約
四
百
八
十
六
人
 

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
の
は
、
赤
池
町
消
防
団
員
 

百
六
十
人
、
金
田
町
九
十
五
人
、
糸
田
 

町
百
十
一
人
、
方
城
町
百
二
十
人
の
出
 

動
で
、
天
候
は
寒
さ
が
一
段
と
き
び
し
 

い
雪
中
、
人
員
服
装
点
検
並
び
に
機
械
 

器
具
の
点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
 

こ
の
あ
と
表
彰
式
で
は
、
四
カ
町
長
は
 

じ
め
来
賓
が
出
席
す
る
中
で
、
県
知
事
 

表
彰
や
永
年
勤
続
、
優
良
団
員
等
の
表
 

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
2
人
 

▽
亀
谷
松
次
（
3
分
団
）
▽
有
吉
慈
 

一 
（3
分
団
）
 

【
赤
池
町
長
表
彰
】
8
人
 

▽
安
延
友
利
（
1
分
団
）
▽
木
村
計
 

(2
分
団
）
▽
坂
田
政
博
（
3
分
団
）
 

▽
生
野
梢
（
4
分
団
）
▽
浦
田
貢
（
5
 

分
団
）
▽
鶴
森
哲
男
（
6
分
団
）
▽
小
 

林
省
吾
（
本
部
）
▽
古
野
本
徹
（
本
部
）
 

【
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
2
人
 

▽
小
松
篤
生
（
6
分
団
）
▽
日
高
一
 

雄
（
本
部
）
 

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】
7
人
 

▽
長
尾
膚
正
（
1
分
団
）
▽
八
隅
清
 

蔵
（
2
分
団
）
▽
武
末
義
輝
（
3
分
団
 

）
▽
増
田
栄
（
4
分
団
）
▽
河
村
勝
憲
 

(5
分
団
）
▽
小
松
靖
（
6
分
団
）
▽
 

河
野
進
一
 

（
本
部
）
 

【
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
】
 
35 

人
 

《 35 

年
〉
▽
立
花
九
州
男
（
2
分
団
）
 

▽
奥
永
昭
政
（
3
分
団
）
 

< 30 

年
〉
▽
 

政
光
重
敏
（
1
分
団
）
▽
藤
重
武
（
3
 

分
団
）
▽
熊
谷
直
文
（
3
分
団
）
▽
田
 

口
義
治
（
5
分
団
）
 

《 25 

年
〉
▽
香
月
 

昌
徳
（
1
分
団
）
▽
城
野
博
憲
（
1
分
 

団
）
▽
立
花
政
昭
（
2
分
団
）
▽
亀
谷
 

徳
光
（
3
分
団
）
▽
有
吉
敬
介
（
3
分
 

団） 

< 20 

年
〉
▽
松
岡
進
（
本
部
）
▽
 

小
島
京
二
（
3
分
団
）
▽
太
田
旭
（
3
 

分
団
）
▽
小
松
文
夫
（
6
分
団
）
 

< 15
 

年
〉
▽
永
末
正
美
（
1
分
団
）
▽
田
中
 

務
（
4
分
団
）
▽
増
田
栄
（
4
分
団
）
 

▽
河
崎
義
美
（
4
分
団
）
 

< 10 

年
〉
▽
 

北
川
勝
（
本
部
）
▽
安
武
憲
明
（
本
部
 

）
▽
青
木
等
（
本
部
）
▽
木
月
政
弘
（
 

本
部
）
▽
柴
田
武
己
（
本
部
）
▽
沖
野
 

博
一
（
本
部
）
▽
中
原
和
義
（
本
部
）
 

▽
山
本
正
則
（
本
部
）
▽
藤
井
敏
寛
（
 

本
部
）
▽
立
花
哲
二
（
本
部
）
▽
藤
村
 

昇
男
（
1
分
団
）
▽
安
延
友
利
（
1
分
 

団
）
▽
長
尾
広
正
（
1
分
団
）
▽
矢
山
 

丑
彦
（
1
分
団
）
▽
小
松
君
雄
（
6
分
 

団
）
▽
小
源
寺
一
正
（
6
分
団
）
 

56年 
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第217号 昭和56年2月1日 か
 

晴
れ
着
・
ス
ー
ツ
姿
の
華
か
な
新
成
人
 

今
年
も
一
月
十
五
日
の
「
成
人
の
日
」
、
 

赤
池
町
で
は
、
午
前
十
時
半
よ
リ
町
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
に
お
い
て
成
人
式
 

が
行
わ
れ
、
男
子
五
十
六
人
、
女
子
五
 

十
八
人
の
百
十
四
人
の
若
者
た
ち
が
新
 

た
に
大
人
の
仲
間
入
リ
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
 

昭
和
三
十
五
年
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
で
 

会
場
に
は
晴
れ
着
、
ス
ー
ッ
姿
の
あ
で
 

や
か
な
新
成
人
七
十
四
人
が
集
ま
り
、
 

例
年
ど
お
リ
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
香
月
章
町
長
が
『
男
の
 

方
は
自
分
で
着
た
背
広
を
、
自
分
で
着
 

こ
な
す
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
き
 

た
い
。
女
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
に
合
 

わ
せ
た
晴
れ
着
を
着
て
い
る
よ
う
に
、
 

個
性
を
生
か
し
た
人
生
を
お
く
っ
て
い
 

た
だ
き
た
い
。
』
と
激
励
。
ま
た
、
来
賓
 

の
早
麻
豊
議
長
が
『
皆
さ
ん
に
は
何
も
 

の
に
も
か
え
ら
れ
な
い
尊
い
未
来
が
あ
 

【写真（上）は町民会館での記念撮影、写真（中）は晴れ着、スーツ 

姿で同和対策中央弔j印多所につめかけた成人者たち、写真（下）は町 

民会館での立食パーティーでのみなさん】 

) 、
・

 

一
 

一
 

一
 

一
 

」
 

」
 

」
 

「
 

」
 

」
 

」
 

」
 

納
税
組
合
・
組
合
長
を
表
彰
 

第
 25 

回
納
税
組
合
総
会
で
 

日
頃
よ
り
町
納
税
活
動
に
ご
尽
力
い
 

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す
。
ま
た
、
歳
末
納
税
強
調
月
間
に
際
 

し
ま
し
て
は
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
予
 

期
以
上
の
成
果
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
も
 

一
重
に
町
民
皆
様
の
納
税
に
対
す
る
深
 

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
だ
と
心
 

“
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一

【

】

】
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】
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
②
 

今
回
は
、
ま
ず
「
同
和
対
策
審
議
会
 

答
申
」
及
び
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
 

置
法
」
の
一
部
を
照
会
し
ま
す
。
 

同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
昭
和
 40 

年
 

8
月
 11 

日
答
申
）
 

ー
前
文
よ
リ
ー
 

い
う
ま
で
も
な
く
同
和
問
題
は
人
類
 

小 
へ
ん
 

普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
 

等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
 

法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
 

に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 

は
っ
ち
 

て
、
審
議
会
は
こ
れ
を
未
解
決
に
放
置
 

す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
 

で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
 

責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
 

た
ん
き
ゅ
う
 

あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
対
策
の
探
究
 

に
努
力
し
た
。
i

〈
中
略
〉
…
政
府
に
 

お
い
て
は
、
本
答
申
の
報
告
を
尊
重
し
 

有
効
適
切
な
施
策
を
実
施
し
て
、
問
題
 

を
抜
本
的
に
解
決
し
、
恥
ず
べ
き
社
会
 

ふ
っ
し
J
く
 

悪
を
払
拭
し
て
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
差
 

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
何
か
の
事
情
に
よ
 

リ
未
だ
完
納
さ
れ
て
お
ら
な
い
方
は
早
 

急
に
納
税
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
昨
年
十
一
月
二
十
七
日
、
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
に
お
い
て
第
二
十
 

別
の
長
き
歴
史
の
終
止
符
が
一
日
も
す
 

み
や
か
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
房
銭
の
処
 

置
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
期
待
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
（
昭
和
 

44 

年
7
月
 10 

日
法
律
第
六
十
号
〕
 

圏
第
一
条
（
目
的
）
 

こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
基
 

、
、
ょ
『
フ
ゆ
う
 

本
的
人
権
の
肯
「
エ
有
を
保
障
す
る
日
本
国
 

リ
ね
ん
 

憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
リ
、
歴
史
的
社
 

リ
ま
す
。
胸
を
張
っ
て
堂
々
と
前
進
し
 

て
下
さ
い
。
』
と
、
そ
し
て
恩
師
代
表
の
 

植
田
辰
生
先
生
か
ら
「
人
の
行
為
は
素
 

直
に
聞
き
、
感
謝
の
心
を
い
つ
ま
で
も
 

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
正
し
い
事
 

に
勇
気
を
お
し
ま
な
い
よ
う
に
し
て
、
 

こ
れ
か
ら
元
気
に
社
会
に
出
発
し
て
下
 

さ
い
。
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
言
葉
 

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
こ
の
日
一
番
目
に
出
席
 

し
た
柏
真
弓
さ
ん
（
車
道
）
に
成
人
者
 

代
表
と
し
て
香
月
町
長
よ
り
記
念
品
が
 

贈
ら
れ
、
成
人
者
官
誓
は
同
じ
車
道
の
 

大
橋
多
恵
子
さ
ん
が
『
私
た
ち
は
時
代
 

を
荷
な
う
若
者
の
力
を
信
じ
て
、
人
々
 

と
協
調
連
帯
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
 

貢
献
し
ま
す
。
』
と
、
若
者
ら
し
く
決
意
 

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
不
慮
の
 

五
回
納
税
組
合
総
会
が
開
か
れ
、
次
の
 

納
税
組
合
及
び
組
合
長
が
表
彰
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

【
納
税
組
合
表
彰
者
】
 

▽
大
久
保
輝
（
原
）
▽
香
野
義
孝
（
 

堀
田
）
▽
武
末
豊
作
（
山
崎
）
▽
太
田
 

ョ
シ
子
（
春
日
）
▽
立
花
杉
夫
（
八
の
 

一
一
）
▽
菊
谷
ミ
ッ
エ
（
貴
船
一
）
▽
鴬
 

田
一
郎
（
下
町
二
）
▽
鶴
留
新
（
車
道
 

四
）
▽
児
玉
好
正
（
車
道
二
）
▽
熊
谷
 

定
行
（
猿
畑
）
。
 

【
納
税
組
合
長
表
彰
者
】
 

び
福
祉
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
 

目
的
と
す
る
。
 

赤
池
町
及
び
赤
池
町
教
育
委
員
会
で
 

も
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
 

「
同
和
 

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
趣
旨
を
正
 

し
く
受
け
と
め
て
、
同
和
問
題
を
解
決
 

し
て
い
く
た
め
に
、
今
日
ま
で
諸
施
策
 

を
」
吃
て
て
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
参
り
 

ま
し
た
。
今
後
の
基
本
的
能
漫
と
し
ま
 

し
て
は
、
特
別
措
置
法
が
三
カ
年
延
長
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

会
的
理
由
に
よ
リ
生
活
環
境
等
の
安
定
 

子
、
が
い
 

向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域
（
以
下
 

「
対
象
地
域
」
 
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て
行
 

う
同
和
対
策
事
業
の
目
標
を
明
ら
か
に
 

す
る
と
共
に
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
 

た
め
に
必
要
な
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
 

こ
と
に
よ
り
、
対
象
地
域
に
お
け
る
経
 

ば
い
よ
っ
 

済
力
の
培
養
、
住
民
の
生
活
の
安
定
及
 

さ
れ
、
そ
れ
も
す
で
に
二
年
が
経
過
し
 

よ
う
と
し
て
お
リ
ま
す
。
過
去
十
二
年
 

あ
・
し
あ
《
 

間
の
同
和
行
政
の
足
蹟
を
振
り
返
る
と
 

き
、
環
境
改
釜
尋
一
部
の
「
実
態
的
差
 

い
ち
お
う
 

別
」
の
解
消
面
に
お
い
て
は
一
応
の
評
 

価
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
十
 

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

い
っ
ぽ
っ
 

一
方
、
地
域
住
民
の
部
落
問
題
解
決
 

に
対
す
る
国
民
的
課
題
と
し
て
の
認
識
 

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
由
占
町
伸
也
く
ん
 

の
遺
影
が
、
友
人
の
世
良
雄
彦
く
ん
の
 

手
に
抱
か
れ
、
約
一
分
間
の
黙
と
う
が
 

さ
さ
げ
ら
れ
、
会
場
の
友
人
た
ち
の
涙
 

を
注
ぎ
ま
し
た
。
 

天
候
の
方
は
、
式
典
が
終
る
頃
か
ら
 

雨
に
な
り
、
式
典
の
後
、
映
画
観
賞
が
 

行
わ
れ
、
引
き
続
き
会
場
を
隣
り
の
町
 

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
移
し
記
念
撮
影
が
、
 

そ
し
て
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
（
洋
酒
、
お
 

で
ん
、
そ
ば
）
等
が
設
け
ら
れ
た
祝
賀
 

パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
新
成
 

人
の
人
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

〈
成
人
者
の
地
区
別
懲
 

〇
上
野
地
区
如
人
（
男
 18 

‘
女
 22 

) 

o
市
場
地
区
 13 

人
（
男
7

・
女
6
) 

o
赤
池
地
区
 43 

人
（
男
 22 

・
女
 21 

) 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

J
 

▽
世
良
知
文
（
皿
山
）
▽
早
川
清
海
 

（
上
里
一
）
▽
浦
田
渉
（
大
谷
）
▽
日
 

高
新
（
草
場
下
）
▽
中
村
市
郎
（
東
組
 

）
▽
金
畑
勲
（
貴
船
三
）
▽
日
野
茂
春
 

（
大
和
一
）
▽
川
津
昇
（
大
和
二
）
▽
 

太
田
敏
生
（
昭
和
町
）
▽
中
原
弘
（
高
 

尾
二
）
 

【
国
保
（
婦
人
会
）
表
彰
者
】
 

▽
長
谷
川
ム
ツ
子
（
七
支
部
）
▽
香
 

月
テ
ル
ミ
（
十
一
支
部
）
▽
米
光
美
代
 

子
（
車
道
）
▽
中
村
静
香
（
岩
屋
組
）
 

▽
浦
出
君
子
（
東
組
）
。
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“
【
一
“
【
一
“
【
山
 

の
程
度
、
部
落
に
対
す
る
正
し
い
認
識
 

の
度
合
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
起
っ
て
い
 

る
部
落
差
別
事
象
の
発
生
等
々
を
考
え
 

る
と
き
、
 

「
心
理
的
差
別
」
の
解
消
面
 

に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
十
年
一
日
の
 

感
が
深
く
、
部
落
差
別
は
今
も
い
た
る
 

と
こ
ろ
に
色
々
な
形
で
生
き
て
い
る
の
 

が
当
町
の
現
状
で
あ
リ
ま
す
。
 

こ
の
「
心
理
的
差
別
」
の
解
消
に
あ
 

た
っ
て
、
教
育
（
学
校
教
育
、
社
会
教
 

育
、
家
庭
教
育
）
の
占
め
る
比
重
が
極
 

め
て
大
き
い
こ
と
を
真
剣
に
自
覚
し
直
 

し、 

「
同
和
対
策
審
議
ム
憂
口
申
」
や
「
 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
施
行
当
 

時
の
原
点
に
今
一
度
た
ち
か
え
り
、
決
 

意
を
新
た
に
し
て
再
出
発
を
し
直
す
こ
 

か
ん
よ
っ
 

と
が
肝
要
で
あ
リ
、
今
後
こ
の
よ
う
な
 

反
省
と
基
本
能
漫
に
立
っ
て
努
力
し
て
 

参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
、
ど
う
ぞ
 

力
差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
リ
4

の
 

た
め
に
手
を
結
び
合
っ
て
い
た
だ
き
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

つ
づ
く
 

☆ 
和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ラ
m
) 

N
H
K
テ
レ
ビ
本
放
送
開
 

始
（
昭
 28 

) 

3
日
（
火
）
 

節
分
 
豆
ま
き
 

4
日
（
水
）
 

立
春
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

8
日
（
日
）
 

針
供
養
 
こ
と
始
め
 

9
日
（
月
）
 

初
午
 

11 

日
（
水
）
 

建
国
記
念
日
 

14 

日
（
土
）
 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

19 

日
（
木
）
J

雨
水
 

20 

日
（
金
）
第
一
回
普
通
選
挙
実
施
す
 

る
（
昭
3
) 

24 

日
（
火
）
 

日
本
社
会
党
結
成
（
明
 39 

〕 

26 

日
（
木
）
 

二
・
二
六
事
件
起
（
昭
 11 

) 

27 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

28 

日
（
土
）
 

全
国
火
災
予
防
運
動
は
じ
 

・中‘る 

23 

日
（
月
）
 

無
料
申
告
相
談
日
（
税
理
 

士
会
）
 
10 

時
ー
 16 

時
ま
で
 

赤
池
町
商
工
会
館
に
て
 

24 

日
（
火
）
血
（
料
申
告
相
談
日
（
税
務
 

署） 

10 

時
ー
 16 

時
ま
で
 

赤
池
町
商
工
会
館
に
て
 

▼
積
善
の
家
に
は
 
必
ず
余
慶
あ
り
▲
 

り
 

、り 

ロ
 
口
 
口
 
ロ
 
ロ
 
口
 
口
 
ロ
 
口
 
ロ
 

飼
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
ノ
 

犬
は
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
 

正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う
 

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
並
び
に
野
犬
 

が
町
内
各
地
に
多
く
み
ら
れ
、
又
、
人
 

畜
に
咳
み
つ
い
た
と
い
う
事
故
が
起
っ
 

て
お
り
、
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
飼
犬
取
締
条
例
で
は
、
目
的
 

達
成
の
た
め
飼
犬
の
放
し
飼
い
を
し
て
 

は
な
ら
な
い
し
、
犬
小
屋
等
常
に
清
潔
 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
衛
生
係
で
は
、
 

飼
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
指
導
 

す
る
と
と
も
に
、
野
犬
退
治
を
保
健
所
 

と
の
連
携
の
も
と
に
毎
週
期
日
を
定
め
 

行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
野
犬
捕
獲
を
行
う
場
合
に
は
、
 

わ
な
を
使
用
す
る
こ
と
の
ほ
か
は
一
切
 

捕
獲
に
つ
い
て
の
広
報
は
し
な
い
こ
と
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
犬
の
飼
主
 

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
お
い
て
下
さ
 

い。 野
犬
捕
獲
日
 

o
毎
凋
一
曜
日
 

圏
次
の
こ
と
は
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

①
畜
犬
登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
年
一
 

回） 

②
狂
犬
病
子
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

（
年
二
回
）
 

③
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
 

よ、つ。 

④
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 



(5） 第217号 昭和56年2月1日 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

昭和56年2月1日 第217 号 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

野
ロ
て
い
子
 

健
康
に
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
に
か
こ
つ
 

け
、
暫
く
俳
句
よ
リ
遠
ざ
か
っ
て
い
た
 

が、 

一
月
九
、
十
、
十
一
日
に
か
け
て
 

鹿
児
島
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
 

旅
立
ち
は
、
四
温
の
絶
好
の
日
和
と
 

な
リ
、
 

一
歩
先
生
の
運
転
で
男
二
人
、
 

女
三
人
の
気
楽
さ
で
あ
る
。
話
に
花
を
 

咲
か
せ
て
い
る
中
に
、
八
代
ま
で
の
高
 

速
路
を
径
て
出
水
へ
の
五
時
間
半
の
旅
 

板屋10支所（男子） 

 8 支所（女子）が優勝 

町民パレーボール大会 

好
天
気
に
恵
ま
れ
 

た
十
一
月
二
十
三
日
 

（
日
）
、
町
民
会
館
体
 

育
館
に
お
い
て
第
十
 

四
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
 

男
子
は
板
屋
十
支
所
 

チ
ー
ム
が
、
女
子
は
 

八
支
所
チ
ー
ム
が
そ
 

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
 

た。 今
回
の
参
加
は
、
 

男
子
四
チ
ー
ム
、
女
 

子
十
チ
ー
ム
で
、
女
 

、
 

、 

は
思
い
が
け
ず
早
か
っ
た
。
 

数
年
前
に
来
た
鶴
の
里
の
風
景
が
記
 

憶
の
中
に
よ
み
返
っ
て
来
た
。
瞬
間
、
 

畦
に
遊
ぶ
数
羽
の
鶴
が
目
に
止
ま
っ
た
。
 

空
の
あ
ち
こ
ち
で
も
舞
う
姿
が
見
ら
れ
 

る
。
暫
く
車
を
止
め
て
鶴
の
遊
ぶ
田
園
 

風
景
に
見
入
る
。
 

す
で
に
馴
染
み
の
民
宿
の
主
人
と
奥
 

さ
ん
に
迎
え
ら
れ
、
兎
も
角
、
長
旅
の
 

旅
装
を
解
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
 

鶴
の
来
る
時
期
だ
け
の
民
宿
と
し
て
 

一
軒
し
か
な
い
だ
け
に
、
最
近
で
は
利
 

用
者
も
増
え
た
の
か
俄
造
リ
の
一
部
屋
 

が
建
て
増
さ
れ
、
風
呂
も
五
右
衛
門
風
 

呂
よ
リ
現
代
風
の
風
呂
に
改
造
さ
れ
て
 

い
た
。
建
て
増
し
と
い
っ
て
も
十
畳
程
 

の
部
屋
に
電
気
矩
焼
が
ー
つ
、
ぽ
つ
ん
 

と
置
か
れ
て
い
る
だ
け
の
殺
風
景
さ
だ
 

が
、
窓
よ
リ
四
千
羽
以
上
と
も
い
わ
れ
 

た
む
ろ
 

る
鶴
の
群
が
田
の
あ
ち
こ
ち
に
屯
し
て
 

」
●
．
，
・
■
■
●
・
！
,
，
・
【
■
●
・
一
！
●
・
・
！
■
●
」
●
●
・
！
●
●
・
！
冒
●
：
！
●
●
・
‘
●
・
・
！
！
●
・
●
！
●
：
！
●
・
●
昌
一
 

・
！
●
●
」
！
！
・
 

子
は
五
チ
ー
ム
の
リ
ン
グ
形
式
を
と
り
、
 

各
リ
ン
グ
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が
決
勝
 

戦
を
行
い
、
二
位
同
志
が
三
位
決
定
戦
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

優
勝
し
た
女
子
の
八
支
所
チ
ー
ム
は
 

春
の
大
会
に
次
ぐ
二
回
目
の
優
勝
で
、
 

レ
シ
ー
ブ
及
び
ア
タ
ッ
ク
の
良
さ
が
目
 

立
ち
ま
し
た
。
又
、
男
子
の
準
優
勝
は
 

三
支
所
チ
ー
ム
で
、
男
女
共
新
チ
ー
ム
 

で
あ
リ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
 

す。 成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
男
子
の
部
】
 

▽
板
屋
 10 

支
所
②
ー
⑨
 20 

支
所
 

) 

グ
通
り
魔
」
岐
ど
の
犯
罪
械
害
者
に
 

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
 

い
わ
ゆ
る
“
通
り
魔
”
な
ど
の
犯
罪
 

に
よ
っ
て
、
死
亡
し
た
り
重
障
害
を
受
 

け
た
人
や
そ
の
遺
族
か
毎
怯
済
す
る
た
め
 

昭
和
五
十
六
年
】
月
一
日
以
降
に
発
生
 

し
た
犯
罪
に
よ
る
被
害
か
ら
給
付
金
が
 

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

対
象
と
な
る
 

犯
罪
行
為
 

こ
こ
で
い
う
「
犯
罪
行
為
」
 
と
は
、
 

人
の
生
命
や
身
体
を
害
す
る
故
意
の
犯
 

罪
に
当
た
る
行
為
で
、
殺
人
罪
や
傷
害
 

罪
が
そ
の
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
強
盗
 

致
傷
罪
や
強
姦
致
死
傷
罪
、
現
住
建
造
 

物
な
ど
の
放
火
罪
な
ど
も
対
象
に
な
り
 

ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
刑
法
で
は
罰
せ
ら
れ
な
 

い
心
神
喪
失
者
や
未
成
年
者
の
行
為
な
 

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
制
度
の
 

目
的
が
被
害
者
の
救
済
に
あ
る
た
め
で
、
 

加
害
者
に
刑
法
上
の
責
任
が
な
い
場
合
 

で
も
、
被
害
者
の
陥
っ
た
悲
惨
な
」
吃
場
 

考
慮
し
て
「
故
意
の
犯
罪
に
よ
る
被
害
」
 

と
認
め
ら
れ
れ
ば
給
付
金
支
給
の
対
象
 

に
な
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
 

た
め
で
す
。
 

給
付
金
の
内
容
 

給
付
金
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
 

〈
遺
族
給
付
金
〉
 

被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
遺
 

族
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金
で
す
。
 

遺
族
は
次
の
順
位
で
給
付
が
受
け
ら
 

れ
ま
す
。
 

①
 
被
害
者
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
の
 

人
を
含
む
。
）
 

②
 
被
害
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し
 

て
い
た
被
害
者
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
 

父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
。
 

③
 
被
害
者
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
 

母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
、
被
害
者
の
収
入
 

に
よ
ら
ず
に
生
活
し
て
い
た
人
。
 

〈
障
審
給
付
金
〉
 

被
害
者
が
重
度
の
障
害
を
受
け
た
場
 

合
に
、
被
害
者
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金
 

で
す
。
 〈支編〉 

支
給
額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
給
付
基
礎
額
を
決
め
ま
す
が
、
 

給
付
基
礎
額
と
は
、
被
害
者
の
平
均
賃
 

金
や
平
均
給
与
な
ど
を
基
に
割
り
出
し
 

た
一
日
分
の
収
入
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
 

額
が
年
齢
を
五
歳
き
ざ
み
に
分
類
し
て
 

別
途
定
め
た
最
高
額
を
超
え
る
場
合
、
 

ま
た
は
最
低
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
最
高
額
ま
た
は
最
低
 

額
が
給
付
基
礎
額
に
な
り
ま
す
。
そ
し
 

て
給
付
金
は
、
こ
れ
ら
の
基
礎
額
に
一
 

定
の
倍
数
を
か
け
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
 

遺
族
給
付
金
は
、
被
害
者
の
収
入
に
 

赤池2チーム健闘三合に器昌 
防火家庭婦人バレーボール大会 

火
災
予
防
運
動
行
事
 

の
一
環
と
し
て
十
一
月
 

三
十
日
（
日
）
、
川
崎
町
 

民
会
館
及
び
勤
労
者
体
 

育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
 

た
第
一
回
防
火
家
庭
婦
 

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

は
、
田
川
市
郡
か
ら
参
 

加
し
た
十
八
チ
ー
ム
に
 

よ
リ
三
パ
ー
ト
に
別
れ
 

熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
当
 

町
よ
り
町
大
会
で
優
勝
 

し
た
八
支
所
チ
ー
ム
と
他
チ
ー
ム
よ
り
 

参
加
し
た
連
合
チ
ー
ム
の
ニ
チ
ー
ム
が
 

参
加
し
、
A

パ
ー
ト
の
八
支
所
チ
ー
ム
 

が
三
位
、
B

パ
ー
ト
の
連
合
チ
ー
ム
が
 

二
位
と
惜
し
く
も
優
勝
は
逸
し
た
も
の
 

の
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

圏
A

パ
ー
ト
 

▽
赤
池
A
②
ー
⑨
赤
村
 

▽
赤
池
A
⑥
ー
②
田
川
市
（
A

パ
ー
ト
 

六
チ
ー
ム
中
、
三
位
）
 

圏
B

パ
ー
ト
 

▽
赤
池
B
②
ー
⑥
弓
削
 

田
▽
赤
池
B
②
ー
⑨
香
春
（
B

パ
ー
ト
 

六
チ
ー
ム
中
、
二
位
）
 

【A

パ
ー
ト
選
手
名
】
 

梅
木
田
ミ
チ
了
 
山
根
照
子
 
白
川
 

ト
メ
子
 
白
川
涼
子
 
浦
田
幸
《
r
 

平
 

元
久
了
 
堺
真
理
子
 
上
田
相
f
 
立
 

花
久
f
 
高
林
宮
f
 
高
林
順
子
 
白
 

川
る
み
子
 

【B

パ
ー
ト
選
手
名
】
 

早
川
久
美
子
 
小
笹
砂
代
 
河
本
キ
 

ヌ
エ
 

川
村
千
鶴
子
 
福
原
俊
子
 
林
 

公
子
 
香
月
京
子
 
政
光
貞
子
 
口
石
 

ヒ
ロ
子
 
長
谷
川
契
子
 
安
武
タ
ツ
子
 

い
る
姿
が
一
望
に
出
来
て
満
足
し
た
。
 

U
 

タ
食
前
に
ー
と
句
会
済
ま
す
。
日
暮
 

れ
よ
り
雨
が
降
り
出
し
、
風
も
強
く
な
 

っ
た
。
風
雨
の
中
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
 

く
群
な
し
て
次
々
と
埼
田
へ
戻
っ
て
来
 

る
鶴
の
晴
き
声
が
騒
々
し
い
。
 

二
回
目
の
句
会
を
終
え
る
。
 

▽
3
支
所
②
ー
⑨
 18 

支
所
 

▽
板
屋
 10 

支
所
②
ー
⑨
 18 

支
所
 

【
女
子
の
部
】
 

圏
A

パ
ー
ト
 

▽
8
支
所
②
ー
⑥
 15 

支
 

所
▽
8
支
所
②
ー
⑨
7
支
所
▽
 15 

支
所
 

②
ー
⑥
 14 

支
所
▽
7
支
所
②
ー
①
3
支
 

所
▽
 
14 

支
所
②
1
 
3
支
所
 

圏
B

パ
ー
ト
 
▽
 18 

支
所
②
ー
⑨
4
支
 

所
▽
 18 

支
所
②
ー
①
 22 

支
所
▽
4
支
所
 

②
ー
⑥
 20 

支
所
▽
 20 

支
所
②
1
 
9
・ 10 

支
所
▽
9

一 10 

支
所
②
ー
⑥
 22 

支
所
 

圏
三
位
決
定
戦
 
▽
十
五
支
所
②
ー
⑥
 

4
支
所
 

圏
優
勝
戦
 
▽
8
支
所
②
1
⑥

 18 

支
所
 

よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
遺
族
が
あ
る
場
 

合
に
は
給
付
基
礎
額
の
千
三
百
倍
、
そ
 

の
他
の
場
合
に
は
千
倍
が
支
給
さ
れ
、
 

最
高
額
は
約
八
百
万
円
、
最
低
額
は
約
 

二
百
二
十
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

障
害
給
付
金
は
、
障
害
の
程
度
に
応
 

じ
て
三
つ
の
等
級
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

第
一
級
は
給
付
基
礎
額
の
千
三
百
四
十
 

倍
、
第
二
級
は
千
百
九
十
倍
、
第
三
級
 

は
千
五
十
倍
と
な
り
、
最
高
で
約
九
百
 

五
十
万
円
、
最
低
で
約
二
百
六
十
万
円
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
給
付
金
は
無
税
で
す
。
 

給
付
金
が
支
給
 

さ
れ
な
い
場
合
 

①
被
害
者
と
加
害
者
が
親
族
の
場
合
。
 

②
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
挑
発
的
 

な
行
為
を
す
る
な
ど
、
被
害
者
に
も
責
 

任
が
あ
る
場
合
。
 

③
暴
力
集
団
間
の
内
ゲ
バ
の
よ
う
に
被
 

害
者
と
加
害
者
の
関
係
や
そ
の
状
況
か
 

ら
判
断
し
て
、
社
会
通
念
上
、
支
給
が
 

適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
。
 

給
付
金
を
受
け
る
 

た
め
の
手
続
き
 

被
害
に
あ
っ
た
日
か
ら
七
年
以
内
、
 

ま
た
は
事
件
を
知
っ
た
日
か
ら
二
年
以
 

内
に
、
被
害
者
な
ど
の
住
所
地
を
管
轄
 

す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
申
請
し
、
 

裁
定
を
受
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
支
給
 

が
決
ま
れ
ば
、
申
請
者
は
二
年
以
内
に
 

給
付
金
を
請
求
し
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

●
月
く
も
り
が
ち
に
て
鶴
の
落
付
か
ず
 

●
淋
し
げ
な
鶴
の
眼
よ
遠
目
鏡
 一 

歩
 

●
束
の
間
の
三
日
月
見
張
鶴
舞
ヘ
リ
 

●
鶴
守
の
片
手
間
な
ら
ぬ
海
苔
夜
な
べ
 

し
げ
を
 

●
晴
き
交
ふ
て
四
温
の
鶴
の
高
舞
は
ず
 

●
暁
の
空
忽
ち
に
鶴
の
も
の
 

駒
 
女
 

●
遠
目
鏡
つ
る
の
表
情
読
み
た
く
て
 

●
四
千
の
鶴
に
四
温
の
空
広
し
 未

代
子
 

●
撤
餌
に
も
鶴
の
警
戒
心
解
か
ず
 

つ
い
ば
 

●
舞
い
降
り
て
鶴
の
す
ぐ
に
は
啄
ま
ず
 

て
い
子
 

す
 

民
宿
の
本
業
で
あ
る
海
苔
漉
き
が
夜
 

な
べ
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
乾
燥
機
の
 

騒
音
、
鶴
の
晴
き
声
、
そ
れ
に
風
音
等
 

で
な
か
な
か
寝
つ
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
 

明
日
は
早
起
き
し
て
埼
を
立
つ
鶴
を
見
 

な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
鶴
守
の
撤
餌
に
も
 

つ
い
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
と
、
な
 

ー

J

 

お心あたりの方は 

) 000000000 
是非お知らせ下さい 

お
さ
ら
目
が
冴
え
る
。
そ
れ
で
も
矩
健
 

に
四
方
よ
り
足
を
入
れ
て
取
っ
た
暖
に
 

心
地
よ
く
、
い
つ
の
間
に
か
眠
リ
に
つ
 

い
た
。
 

翌
日
は
小
雨
の
中
、
暁
の
埼
捌
つ
鶴
 

の
乱
舞
に
も
満
喫
で
き
、
又
、
毎
朝
十
 

五
俵
の
小
麦
を
撤
餌
す
る
と
い
う
鶴
 

守
の
お
伴
も
で
き
、
満
足
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
し
た
。
来
年
も
き
っ
と
誰
か
が
 

こ
の
旅
を
思
い
立
つ
で
あ
ろ
う
と
鶴
に
 

名
残
リ
を
惜
し
み
つ
つ
、
漉
き
た
て
の
 

海
苔
の
土
産
を
手
に
帰
路
に
つ
い
た
。
 

つ
 
れ

づ

 れ
 
に
 

⑩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
L
 

●
お
も
む
ろ
に
扇
手
に
し
て
初
謡
 

●
金
昇
風
鼓
さ
へ
け
り
初
謡
 

●
舞
初
め
の
扇
き
ら
き
ら
ま
ぶ
し
け
り
 

●
舞
初
め
の
扇
し
ず
か
に
立
ち
上
が
る
 

●
初
謡
す
め
ば
酒
肴
の
あ
リ
が
た
し
 

ー’ 

【
紛
失
し
た
「
日
本
書
道
美
術
館
展
入
選
作
品
」
 

昨
年
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
 

に
行
わ
れ
た
町
民
文
化
祭
に
お
い
て
、
 

文
化
祭
展
示
会
に
出
品
し
た
添
谷
美
 

智
子
さ
ん
の
入
選
記
念
ル
皆
叫
書
展
」
 

（
写
真
の
も
の
）
が
紛
失
し
、
未
だ
 

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
作
品
は
、
 

赤
池
駅
だ
よ
り
 

定
期
券
等
の
購
入
は
 

赤
池
駅
の
ご
利
用
 

日
頃
か
ら
赤
池
駅
を
ご
利
用
い
た
 

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

旅
行
計
画
、
又
は
新
幹
線
の
指
定
 

操
任
守
が
必
要
で
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
 

談
下
さ
い
。
で
き
る
限
リ
の
便
宜
を
 

お
取
り
計
い
い
た
し
ま
す
。
お
電
話
 

な
り
、
窓
ロ
に
お
い
出
い
た
だ
け
れ
 

ば
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

団
体
旅
行
（
十
五
人
以
上
の
場
合
 

は
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。
）
は
六
カ
月
 

】
 

添
谷
さ
ん
が
書
展
で
入
選
さ
れ
た
記
 

念
の
大
事
な
作
品
で
す
。
ど
う
か
、
 

お
気
づ
き
の
方
は
、
是
非
町
民
会
館
 

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
々
民
会
館
 

固
4
1
0
0
番
 

前
か
ら
、
指
定
券
は
ー
カ
月
前
か
ら
 

受
け
付
け
発
売
を
し
ま
す
か
ら
、
早
 

目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

会
社
、
学
校
等
の
定
期
券
の
購
入
 

は
地
元
の
赤
池
駅
を
利
用
し
て
下
さ
 

い。 特
に
通
学
生
の
ご
父
兄
に
お
願
い
 

を
い
た
し
ま
す
。
定
期
券
の
発
売
が
 

学
校
所
在
駅
か
、
地
元
駅
の
何
れ
か
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
 

赤
池
駅
で
購
入
す
る
よ
う
に
す
す
め
 

て
下
さ
い
。
 

本
年
も
「
親
し
ま
れ
る
駅
づ
く
り
」
 

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
 

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

⑥
赤
池
駅
 
固
2
0
1
7
番
で
す
。
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成
人
病
対
策
 
そ
の
四
 

圏
肝
硬
変
と
糖
尿
病
 

①
肝
硬
変
 

肝
臓
の
病
気
に
は
い
ろ
い
ろ
と
た
く
 

さ
ん
あ
り
ま
す
。
流
行
性
肝
炎
な
ど
の
 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
慢
性
肝
炎
、
脂
肪
 

肝
、
寄
生
虫
に
お
か
さ
れ
た
肝
臓
病
、
 

そ
し
て
肝
硬
変
。
こ
の
肝
硬
変
は
、
い
 

わ
ば
い
ろ
い
ろ
な
肝
臓
の
病
気
の
終
着
 

駅
だ
と
考
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

肝
臓
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
臓
器
の
中
 

で
も
特
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
動
す
 

る
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
す
。
 

近
年
、
肝
硬
変
で
死
亡
す
る
人
が
増
 

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
 

コ
ー
ル
飲
料
の
飲
み
す
ぎ
、
過
労
な
ど
 

が
肝
臓
の
病
気
の
誘
因
と
し
て
考
え
ら
 

れ
ま
す
の
で
、
日
常
の
節
制
は
大
切
な
 

こ
と
で
す
。
 

〈
発
見
の
め
や
す
》
①
黄
痘
が
あ
る
②
 

右
の
上
腹
部
が
は
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
 

す
る
③
腹
が
は
る
感
じ
が
あ
る
④
食
欲
 

が
な
い
⑤
吐
き
気
、
全
身
の
疲
労
感
、
 

便
泌
な
ど
が
あ
る
⑥
顔
色
が
悪
い
⑦
熱
 

が
で
る
⑧
や
せ
て
く
る
。
 

爪
署
尿
病
 

糖
尿
病
は
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
を
 

誘
発
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
や
っ
か
い
 

な
病
気
で
す
。
や
っ
か
い
な
の
は
糖
尿
 

、
 

病
自
体
「
い
っ
『
た
ん
発
病
す
る
と
か
な
 

り
き
び
し
い
食
事
痔
也
法
や
、
自
分
で
イ
 

ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
を
打
ち
つ
づ
け
て
 

手
当
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
 

あ
り
、
時
に
は
一
生
そ
の
よ
う
に
し
て
 

病
気
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
 

糖
の
新
陳
代
謝
が
う
ま
く
い
か
な
い
 

の
が
糖
尿
病
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ー
 

つ
に
は
遺
伝
す
る
病
気
だ
と
い
う
こ
と
、
 

ま
た
そ
れ
が
、
美
食
、
大
食
、
運
動
不
 

足
な
ど
現
代
の
悪
し
き
傾
向
に
よ
っ
て
 

誘
発
さ
れ
て
発
病
す
る
の
は
ま
ち
が
い
 

の
な
い
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
過
 

食
、
美
食
、
運
動
不
足
が
い
ち
ば
ん
よ
 

く
な
い
こ
と
で
す
。
 

《
発
見
の
め
や
す
》
①
尿
の
量
が
多
く
 

な
る
②
の
ど
が
非
常
に
か
わ
く
③
食
欲
 

が
非
常
に
進
」
」
苗
ょ
く
食
べ
る
の
に
体
 

重
が
減
る
⑤
尿
が
甘
ず
っ
ぱ
い
果
物
の
 

よ
う
な
に
お
い
が
す
る
⑥
尿
に
泡
立
ち
 

が
よ
く
で
き
る
⑦
体
の
あ
ち
こ
ち
に
お
 

で
き
が
よ
く
で
き
る
⑧
疲
れ
や
す
く
な
 

る。 

計
算
し
て
み
よ
う
 

あ
な
た
の
国
民
年
金
 

老
後
の
年
金
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
 

な
が
ら
、
自
分
の
老
齢
年
金
額
は
い
く
 

ら
に
な
る
か
知
ら
な
い
人
が
多
い
よ
う
 

で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
国
民
年
金
の
老
 

齢
年
金
額
の
計
算
式
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

圏
老
齢
年
金
の
計
算
式
 

①
基
本
額
 

(
r

の
m
o

田
×
塗
4
血
鮮
）
+
(
 

こ

加

o

田
×
冷
弄
ユ
鉢
×
せ
 

②
局
齢
者
優
遇
加
算
額
 

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
 

た
人
で
、
加
入
期
間
が
二
十
五
年
未
満
 

‘

、

 

で
あ
っ
て
、
な
お
保
険
料
を
納
付
し
た
 

期
間
と
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
別
表
の
 

年
数
以
上
に
な
る
人
に
は
、
 

縛
蕪
「
」
」
」
 

（肝 

占
「
ン
血
洋
）
×
陰
「
下
 

卿
畔
 

賠
“
冷
暑
晦
ュ
鵬
以
什
 

①
＋
②
の
額
が
六
十
五
 

歳
か
ら
う
け
る
一
年
間
の
 

老
齢
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
 

〈
計
算
例
》
 

要
 

今
年
六
十
歳
に
な
っ
た
 
必
 

大
正
九
年
四
月
生
ま
れ
の
 

方
の
例
。
加
入
期
間
三
六
 

年
四
月
ー
五
五
年
三
月
ま
 

で
一
九
年
（
ニ
二
八
カ
月
 

）
。
保
険
料
納
付
期
間
（
全
 

期
間
完
納
）
「
九
年
（
一
一
 

二
八
カ
月
）
。
 

（別表） 

必要な期間 

r 

国民健康保険税 

納め忘れている人は、 

今すぐに納税を 

みんなの医療費に使わ 

れる大切な税金です。 

―国保年金係ー 

①
基
本
額
 
r
。
加
。
旧
×
N
N
m
 

血
「
W

加い》 

O
一
O

田
 

②
優
遇
加
算
額
 

中
m
o

田
×
（
い
 

口
9
N
N

加
）
×
」
」
」
廿
一
ゆ
】
 

m

O

O

田

 

」

d

べ

缶

ゆ

織

一

叫

い

叩

い

 

》 

O

一

O

田

＋

一

。

・

 
m

。

。

田

廿

一

 

N
 
中
・
 

加
 
。

。

王

 

10年以上 
11年 
12年 
13年 
14年 
15年 
16年 
17年 
18年 
19年 
20年 
21年 
22年 
23年 
24年 

生 年 月 日 

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

 

1

1

1
'

1

1

1

1

1

1

1

l

A

l
ユ

1

1

1

 

日～大正5年4 月 
日～大正6年4 月 
日～大正7年4 月 
日～大正8年4 月 
日～大正9年4 月 
日～大正10年4 月 
日～大正11年4 月 
日～大正12年4 月 
日～大正13年4 月 
日～大正14年4 月 
日～大正15年4 月 
日～昭和2年4 月 
日～昭和3年4 月 
日～昭和4年4 月 
日～昭和5年4 月 

つ
】
2
2
2

つ一2

つ
一
2
2
2

つ
一
2
2

つ一2 

明治39年4 月 
大正5年4 月 
大正6年4 月 
大正7年4 月 
大正8年4 月 
大正9年4 月 
大正10年4 月 
大正11年4 月 
大正12年4 月 
大正13年4 月 
大正14年4 月 
大正15年4月 
昭和2年4月 
昭和3年4 月 
昭和4年4 月 

、マj 

赤
池
支
部
だ
よ
り
 

交
通
安
全
を
願
い
 

鉦
一
故
・
無
災
害
を
祈
願
 

私
た
ち
安
全
協
会
赤
池
支
部
員
一
同
 

で
は
、
本
年
の
町
民
皆
様
方
の
無
事
故
、
 

無
災
害
の
祈
願
を
一
月
五
日
（
月
）
の
ご
 

用
始
に
無
事
行
い
ま
し
た
。
 

お
蔭
様
に
て
本
年
に
入
り
、
昨
年
同
 

期
の
事
故
件
数
並
び
に
事
故
死
亡
も
大
 

幅
に
減
少
し
、
出
足
の
良
い
歳
を
迎
え
 

ま
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
 

こ
れ
を
契
期
と
し
て
、
皆
様
の
ご
協
 

力
を
賜
り
、
無
事
故
、
無
災
害
に
向
っ
 

て
支
部
員
一
同
遭
進
す
る
所
存
で
す
の
 

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
当
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
 

支
部
へ
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
 

報
告
い
た
し
、
厘
づ
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 

（
▽
香
月
章
 

▽
田
中
六
助
後
援
 

会
 
▽
小
松
利
道
）
 

業
 
峯
 
峯
 
業
 
業
 
峯
 
業
 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

！ポリ袋は役場衛生係で、、 

\1枚9円でおわけしますノ 

ー社会衛生係ー 

昭和56年2月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

【

‘

 

つ］
 

第
 

エンゼルクイズ 

【第54回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲初場所の優勝力士はだれ？ 

④千代の富士 ⑧若乃花 ＠北の湖 

2 、次の中で、ビタミンCを最も多く含むも 

のはどれ？ 

④レモン1個 ⑧ピーマン大3個 

＠レタス中1玉 

3 、次のうち、どれが最もカロリーが高い？ 

④バナナ1本 ⑧あめ玉3個 

＠サイダ- 350m1 

4 、香リたかいニラは、何科に属する植物？ 

④ユリ科 ⑧バラ科 

5 、料理屋でいう「水貝」とは、どんな貝を 

調理したもの？ 

④アワビ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、2月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3C 

【第53回の解答】 

1 ④ 2 @ 3 ⑧ 

、 

所
得
税
、
贈
与
税
の
 

申
告
は
じ
ま
る
 

昭
和
五
十
五
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
 

と
納
税
は
二
月
二
日
か
ら
、
所
得
税
の
 

確
定
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
 

そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
リ
ま
す
。
こ
の
申
 

告
と
納
税
の
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
三
月
 

十
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
 

っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
昨
年
 

一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が
 

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
税
務
署
 

に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
所
得
税
は
、
個
人
が
一
月
一
 

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
 

間
に
得
た
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
。
 

①
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代
 

の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た
人
 

な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
 

) 

除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
 

計
額
よ
り
多
い
人
。
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

で
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
 

え
る
人
や
、
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
 

を
超
え
る
な
ど
一
定
の
要
件
に
当
て
は
 

ま
る
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
 

要
に
な
り
ま
す
。
 

所
得
税
、
贈
与
税
の
計
算
の
仕
方
や
 

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
わ
か
ら
な
 

い
点
や
も
っ
と
詳
し
く
知
リ
た
い
こ
と
 

が
あ
リ
ま
し
た
ら
、
最
寄
リ
の
税
務
署
 

か
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
 

だ
さ
い
。
 

税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中
、
い
つ
 

で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

⑥
振
替
納
税
の
お
勧
め
 

こ
の
制
度
は
、
税
金
を
納
め
る
と
き
 

に
わ
ざ
わ
ざ
税
務
署
や
銀
行
ま
で
出
か
 

け
な
く
て
も
、
電
話
料
や
テ
レ
ビ
の
受
 

信
料
の
払
込
み
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
 

た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
え
 

て
納
め
る
方
法
で
、
納
税
の
た
め
の
手
 

数
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
の
で
大
変
便
 

利
で
す
。
 

振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合
は
、
税
 

務
署
や
銀
行
に
備
付
け
て
あ
る
「
預
貯
 

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
と
「
納
付
書
送
 

付
依
頼
書
」
に
所
要
事
項
を
記
載
し
、
 

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
る
銀
行
か
、
又
は
 

税
務
署
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

「
振
替
納
税
」
の
手
続
き
な
ど
詳
し
 

い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
金
融
 

機
関
、
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
 

だ
さ
い
。
 

⑥
国
税
の
還
付
金
は
安
全
、
便
利
 

確
実
な
銀
行
振
込
み
で
 

国
税
の
還
付
金
の
お
受
取
り
は
、
昭
 

和
五
十
六
年
一
月
か
ら
、
す
べ
て
銀
行
 

振
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

（農 

協
・
信
金
で
も
結
構
で
す
ど
 

銀
行
振
込
み
に
は
次
の
よ
う
な
利
点
 

が
あ
り
ま
す
。
 

一
、
現
金
を
受
取
ら
な
い
の
で
盗
難
等
 

) 

の
心
配
が
な
く
「
安
全
」
で
す
。
 

二
、
お
忙
し
い
方
、
不
在
が
ち
の
方
に
 

「
便
利
」
で
す
。
 

三
、
指
定
さ
れ
た
あ
な
た
の
預
金
口
座
 

に
振
込
ま
れ
ま
す
の
で
「
確
実
」
で
 

す。 な
お
、
還
付
申
告
書
に
は
「
金
融
機
 

関
名
」
 

「
預
金
の
種
類
」
 

「
ロ
座
番
号
 

」
を
必
ら
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

〈
無
料
申
止
口
相
談
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
》
 

確
定
申
告
の
期
間
中
、
税
務
署
で
は
 

申
告
や
納
税
の
相
談
を
受
け
る
態
勢
を
 

と
っ
て
い
ま
す
が
、
税
務
署
の
ほ
か
に
 

も
、
次
の
よ
う
な
日
程
で
無
料
申
告
相
 

談
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

【
税
理
士
会
が
行
う
申
告
相
談
日
】
 

●
2
月
 23 

日
囲
 
10 

時
ー
 16 

時
 

●
赤
池
町
商
工
会
館
 

【
税
務
署
が
行
う
申
告
相
談
日
】
 

●
2
月
 24 

日
因
 

10 

時
ー
 16 

時
 

●
赤
池
町
商
工
会
館
 

⑧
 

に
J
 ⑥

 
4
 

【正解者】 

今回の応募総数10通のうち、正解は1通で 

した。よって、次の方に記念品を贈リます。 

（敬称略） 

ト松村 正明（上寿町） 

センターの祷麓要 
12月の休館日〕 1〔福祉バス運行日〕 

2 日、 9 日、11日、16日」 1日、4日、 5 日、 7 日 

23日 ： 8 日、12日、14日、15日 

I 18日、19日、21日、22日 

〔演 芸 日〕 

1 日、 5 日、8日、12日I L仏教法話会」 

15日、19日、22日、26日I 14日団 午前11時より 

ーJ 

「

 

一
 

一
 

一
 

一
 

」

 

一
 
一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一 

一
 
一
 

一
 

一 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

1
月
 17 

日
現
在
 

金 金 金 金 金 

封封封封封 

高
林
 
弘
己
（
市
場
）
 

島
村
 
繁
弘
（
西
組
）
 

柴
田
 
豊
次
（
薬
王
寺
）
 

武
末
 
義
信
（
山
崎
）
 

鈴
木
 
幹
彦
（
原
）
 

〔寄 

付〕 

●
上
野
病
院
「
崎
山
国
男
」
 

百
万
円
 

●
暁
町
婦
人
部
 
三
千
円
 

1
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
画
ラ
m
) 

27 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
画
ラ
m
) 
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忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

郵
便
料
金
が
1
月
 20
 

日
か
ら
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
 

今
回
改
正
さ
れ
た
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
 

容
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

＠
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
郵
便
は
が
き
 

や
郵
便
書
簡
の
交
換
に
加
え
て
、
新
た
 

に
郵
便
切
手
や
収
入
印
紙
に
つ
い
て
も
 

交
換
が
で
き
る
よ
っ
に
な
リ
ま
し
た
。
 

＠
書
籍
小
包
の
重
量
制
限
が
、
2
昭
か
 

ら
3
庵
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

＠
現
金
書
留
を
差
し
出
す
際
に
、
万
一
 

の
事
故
の
場
合
に
賠
償
を
受
け
る
金
額
 

と
し
て
申
し
出
て
い
た
だ
く
額
の
最
高
 

限
度
額
が
、
 
10 

万
円
か
ら
 20 

万
円
に
引
 

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑨
小
包
郵
便
物
の
速
達
扱
い
は
、
重
量
 

6
庵
ま
で
、
又
は
長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
 

合
計
が
 15 

m
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
取
 

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

⑥
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
 

賞
品
は
、
簡
易
郵
便
局
に
お
い
て
も
お
 

渡
し
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
 

▼
主
な
通
常
郵
便
物
の
料
金
 

●
第
1
種
（
定
形
郵
便
物
）
 
25 

g
ま
で
 

、

，

 

60 

円、 

50 

9
ま
で
 70 

円。 

（
定
形
外
郵
 

便
物
）
 
50 

9
ま
で
m
円
、
伽
9
ま
で
m
 

円
、
励
9
ま
で
即
円
、
湖
9
ま
で
籾
円
、
 

1
昭
ま
で
伽
円
。
 

（
郵
便
書
簡
）
は
 50 

円
で
す
。
 

●
第
2
種
▽
通
常
ハ
ガ
ギ
 30 

円
（
3
月
 

31 

日
ま
で
）
4
月
1
日
よ
り
 40 

円
。
▽
 

往
復
ハ
ガ
キ
 60 

円
（
r

)
4
月
1
日
 

よ
リ
 80 

円
。
▽
小
包
ハ
ガ
キ
 30 

円
（
r
 

"
)
4
月
1
日
よ
リ
 40 

円。 

▼
小
包
郵
便
物
の
料
金
 

●
書
籍
小
包
2
庵
を
超
え
巧
庵
ま
で
は
 

御
円
、
巧
庵
を
超
え
3
叱
ま
で
は
伽
円
 

と
な
リ
ま
す
。
 

▼
主
な
特
殊
取
扱
の
料
金
 

●
書
留
（
現
金
）
損
害
要
償
額
1
万
円
 

ま
で
卸
円
、
1
万
円
を
超
え
期
万
円
ま
 

で
5
千
円
ま
す
ご
と
に
 10 

円
増
。
 

●
簡
易
書
留
は
籾
円
で
す
。
 

●
速
達
（
通
常
郵
便
物
）
励
9
ま
で
伽
 

円
、
1
庵
ま
で
伽
円
、
4
庵
ま
で
卿
円
。
 

（
小
包
郵
便
料
）
2
庵
ま
で
伽
円
、
4
 

庵
ま
で
翻
円
、
6
嘱
ま
で
瑚
円
。
 

赤
池
郵
便
局
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

o
2
月
 10 

日
因
 
飯
塚
市
 

o
2
月
9
日
卿
 
直
方
市
・
田
川
市
 

o
2
月
 24 

日
因
 
飯
塚
市
 

o
2
月
 25 

日
困
 

田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

o
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
→
4
1
1
1
 

〇
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
っ
一
②
→
5
5
0
0
 

o
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
0
9
4
7
4
→
④
→
2
0
0
0
 

自
動
車
保
険
相
談
 

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
く
 

ど
う
ぞ
。
相
談
は
無
料
で
行
い
ま
す
。
 

▼
毎
日
（
日
・
祭
日
は
除
く
）
午
前
9
 

時
 30 

分
ー
午
後
4
時
 30 

分
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▼
弁
護
士
相
談
日
（
毎
凋
歪
曜
日
、
午
 

後
1
時
1
4
時
ま
で
）
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
は
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
（
小
倉
北
区
紺
屋
町
、
明
治
生
命
 

尖
月
ビ
ル
内
）
 

固
0
9
3
→
5
2
1
→
2
1
4
0
 

母
子
家
庭
に
 

介
護
人
を
派
遣
 

無
料
で
お
世
話
い
た
し
ま
す
 

県
が
介
護
人
派
遣
事
業
を
社
ム
ー
 
祉
 

法
人
福
岡
県
母
子
福
祉
連
盟
会
に
委
託
 

し
て
行
い
、
母
の
一
時
的
な
疾
病
の
た
 

め
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
 

母
子
家
庭
に
対
し
、
介
護
人
を
派
遣
し
 

て
無
料
で
お
世
話
い
た
し
ま
す
。
 

▼
派
遣
対
象
者
 

o
乳
幼
児
又
は
小
学
校
在
学
児
童
の
 

母
子
家
庭
（
義
務
教
育
終
了
者
又
は
母
 

以
外
の
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
家
庭
は
 

該
当
し
ま
せ
ん
）
 

〇
所
得
が
母
子
福
祉
年
金
及
び
児
童
 

扶
養
手
当
の
受
給
者
に
係
る
所
得
制
限
 

限
度
額
以
下
の
者
）
 

な
お
、
介
護
人
派
遺
対
象
家
庭
登
録
 

を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
 

印
か
ん
持
参
の
上
、
次
ま
で
お
い
出
く
 

だ
さ
い
。
 

＠
坂
梨
フ
サ
エ
（
母
子
福
祉
会
長
）
 

固
赤
池
3
6
7
5
番
 

詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
 

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
固
2
0
0
4
 

あ
な
た
は
ど
の
健
保
に
 

加
入
し
て
い
ま
す
か
 

①
〈
あ
な
た
は
ど
れ
か
ー
つ
の
保
険
に
 

入
ら
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
〉
 

健
康
保
険
制
度
に
は
八
つ
の
種
類
が
 

あ
リ
、
す
べ
て
の
国
民
は
こ
の
ど
れ
か
 

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
 

し
て
、
ど
の
保
険
に
加
入
す
る
か
は
、
 

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
の
職
業
、
住
 

所
、
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
 

る
の
で
す
。
 

職
場
の
健
保
や
共
済
組
合
に
入
っ
て
 

い
な
い
人
は
す
べ
て
国
保
に
加
入
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
の
届
け
は
、
 

法
律
で
定
め
ら
れ
た
あ
な
た
の
ま
ず
果
 

た
す
べ
き
義
務
で
す
。
迷
子
に
な
ら
な
 

い
で
く
だ
さ
い
。
 

②
〈
加
入
届
の
遅
れ
は
あ
な
た
自
身
の
 

損
失
で
す
〉
 

加
入
届
の
提
出
を
怠
る
と
あ
な
た
自
 

身
が
困
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
病
気
に
 

、
I
ノ
 

な
っ
て
も
保
険
は
効
き
ま
せ
ん
の
で
、
 

時
に
は
何
十
万
円
も
の
医
痔
魯
（
を
す
べ
 

て
自
分
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
 

ん
。
し
か
も
、
 

「
国
保
税
」
は
加
入
届
 

を
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
の
分
に
 

つ
い
て
も
支
払
う
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

会
料
を
や
め
た
方
、
健
保
、
共
済
組
 

合
に
入
っ
て
い
る
家
族
で
所
得
の
増
え
 

た
方
、
あ
な
た
は
も
う
届
け
出
は
済
み
 

ま
し
た
か
。
 

健
康
保
険
の
資
格
に
つ
い
て
疑
間
の
 

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
国
保
年
金
 

係
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

峯
 
峯
 
峯
 
峯
 
I
 
峯
 
峯
 
峯
 

峯
 
峯
 
峯
 
業
 
峯
 
業
 

お
詫
び
と
訂
正
 

一
月
号
に
次
の
誤
り
が
あ
リ
ま
 

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
 

ま
す
。
 

二
頁
の
農
業
委
員
の
選
挙
人
名
 

簿
登
録
申
請
で
、
該
当
者
は
十
九
 

ア
ー
ル
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
し
 

た
が
、
こ
れ
は
十
ア
ー
ル
以
上
の
 

誤
リ
で
し
た
。
 

又
、
九
頁
の
民
生
委
員
の
担
当
 

地
域
に
次
の
よ
う
一
部
変
更
が
あ
 

リ
ま
し
た
。
▽
加
治
カ
ホ
ル
（
上
 

野
病
院
を
追
加
）
▽
森
千
代
子
（
 

上
野
病
院
を
削
リ
、
天
郷
団
地
を
 

追
加
）
▽
浦
田
一
（
徳
市
、
板
取
 

を
追
加
）
▽
久
原
ま
す
み
（
猿
畑
 

を
追
加
）
 


